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⤫計ຮᙉ会に関して、୍ 人では⥅⥆が㞴しいといわれ

る R にᣮᡓし、ཧຍ者ྠኈで㆟論しながら学⩦を㐍め

ることで、⤫計にᑐするពḧを㧗めることを目ⓗとして

ጞめた。඲員でྠࡌ本をᇶ♏から学ࡪᙧᘧをとったこと

にで、㔞ⓗ研究にⱞᡭព㆑をᣢつ学㒊生も、ᐇ㝿に R
を᧯సしながらศᯒᡭἲの流れࢹࡸーࢱฎ⌮の㐣⛬を

ලయⓗに⌮ゎすることがでࡁた。ࡲた、࢚ ࣛーࡸ␲ၥⅬ

はAI に⪺ࡁながらゎỴしていࡃとい࠺᪉ἲをඹ᭷した

ことで、ຮᙉ᫬間እでもྛ⮬でヨ行㘒ㄗしながら学⩦を

⥅⥆でࡁるᇶ┙がでࡁたことは成ᯝで࠶る。ᚑ᮶は、そ

こで学⩦がṆࡲってし࠺ࡲこともከかったが、AI を⿵

ຓⓗに⏝いることで、⮬ศで原ᅉを᥈りながらಟṇして

いࡃጼໃが育ࡲれた。୍ ᪉で、⤫計ຮᙉ会のㄢ㢟Ⅼとし

て、㛤催の間㝸が✵いてし࠺ࡲことで⥅⥆ⓗな学⩦ࣜࢬ

࣒を⥔ᣢしにࡃいこと、ཧຍ者ࡈとに⌮ゎᗘࡸ㐍ᗘが␗

なり、ಶ人సᴗに⛣行してし࠺ࡲこと、ᑐ㠃と࢜ࣥࣛ࢖

ࣥをే⏝した㝿に㆟論ࡸඹ᭷が㞴しࡃなることなどが

ᣲࡆられた。そのため、ṧりの❶はྛ⮬で学⩦を㐍める

ᙧに⛣行し、ᚋᮇからは、Book Talk࡬の୍本໬と、⮬

主⤫計ຮᙉ会࡬のᘬ⥅ࡂをᐇ᪋した。 
Book Talkは、論文ではなࡃᣦ定の本の中のዲࡁなಶ

所をྛࠎㄞࡳ、そこでᚓた学びをඹ᭷するᙧᘧでᐇ᪋し

た。第1ᅇの᭩⡠は、㇏Ọ⪔ᖹ, 2023 ,ࠗ学Ṕ⋓ᚓの୙

ᖹ等㸸ぶᏊの㐍㊰㑅ᢥと社会㝵ᒙ ວ࠘ⲡ᭩ᡣで࠶る。本

᭩は、2024 ஦ᴗᖺᗘ᪥本教育社会学会第 11 ᅇዡບ㈹

（ⴭ᭩の㒊）を⋓ᚓしており、学Ṕの⋓ᚓに୙ᖹ等が生

か、㧗ᰯ生とそのẕぶをᑐ㇟とした㉁ၥ⣬ࡐるのはなࡌ

ㄪ査とࣗࣅࢱࣥ࢖ーㄪ査により᫂らかにした᭩⡠で࠶

る。ᗎ❶をᚲㄞとし、それ௨㝆の❶はዲࡁなಶ所をㄞむ

よ࠺にᣦ定した。ᗎ❶の構成に関して、ඛ行研究で㏙࡭

られたことがศᯒのどⅬでも཯᚟されており、୍ ㈏ᛶが

ឤࡌられる୍᪉で、ඛ行研究にワめ㎸ࡳすࡂている༳㇟

が࠶りわかりにࡃいとい࠺ពぢが出た。学Ṕ社会論とい

ࣟࣉ࢔㔞・㉁୧᪉の࠺ー࣐をΰ合研究ἲといࢸ大な⭾࠺

ーࢳで᫂らかにしよ࠺としているため、す࡭ての❶の๓

ᥦとなるᗎ❶に᝟ሗが集⣙されたと⪃࠼られる。他᪉、

論文を投稿する㝿は、限られたᯛᩘでఱを᫂らかにした

のかを᫂☜にするため、༤論のᗎ❶ࡸ᭩⡠のᗎ❶とは␗

なる論⌮ᒎ㛤の構㐀が␗なると⪃࠼られた。 
⮬主⤫計ຮᙉ会では、ᕼᮃ者のࡳ㝸㐌Ỉ᭙に、༡㢼原

ᮅ࿴（2014）ࠗ ᚰ⌮学⤫計のᇶ♏ ⤫合ⓗ⌮ゎのために࠘

᭷ᩫ㛶࣐ࣝ࢔のヱᙜ⟠所をㄞࡳ、⤫計⌮ゎを῝めた。そ

れによって、⤫計ᡭἲをࡤらࡤらのබᘧとしてぬ࠼るの

ではなࡃ、┦関・ᅇᖐ・ศᩓศᯒ・ᅉᏊศᯒなどをඹ㏻

の⥺ᙧࣔࣝࢹとして⤫合ⓗに⌮ゎするのにᙺ❧った。ᩘ

ᘧㄝ᫂がẚ㍑ⓗከࡃ、ึ 学者にとってはࡸࡸᢳ㇟ⓗで㞴

ゎ࠶ったため、ຮᙉ会ᙜ᪥は␲ၥⅬのゎᾘࡸ、ᐇ㝿のお

⏝౛、他のゎㄝのඹ᭷を行った。本㸯෉を㸯࿘したが、

それのࡳです࡭てを⌮ゎするのはᅔ㞴で࠶るため、ᐇ㝿

にศᯒを行࠺㝿この本に❧ࡕᡠって研究の⌮ゎを῝め

ていࡁたい。⮬主⤫計ຮᙉ会のᚋ༙では、計㔞ศᯒを⏝

いた論文の中からྛ⮬が関ᚰをᣢったもの୍つྲྀりୖ

その内容について㆟論を行った。第㸯ᅇは、㧗ᗘで、ࡆ

」㞧な⤫計ᡭἲを⏝いなࡃとも、研究ㄢ㢟の設定ࡸ論⌮

ᒎ㛤によって༑ศにព⩏࠶る研究が成❧していること

を☜ㄆした。⤫計ᡭἲに関しては、ᒙ໬ከẁᢳ出による

ᢳ出ἲの⌮ゎࡸ⌧ᅾこの研究をするとすれࡤどの⤫計

ᡭἲが㐺ษかなどをヰし合った。第㸰ᅇでは、㸯ᅇ目で

ᢅった論文をඛ行研究としてᘬ⏝している別の論文を

ྲྀりୖࡆ、 
ඛ行研究のどのⅬを⥅ᢎし、どのⅬを஌り㉺࠼たと主ᙇ

しているのかにὀ目して検討した。この研究によってఱ

が᫂らかになったのか、社会にどのよ࠺なᙳ㡪を୚࠼る

のかをよりヲ細にヰし合࠺ことがでࡁた。 
 ⥲ᣓすると、2025 ᖺᗘは⤫計ຮᙉ会を᚟άさࡏ、計

㔞ศᯒにᑐする⌮ゎを῝めた୍ᖺで࠶ったとい࠼る。⤫

計ᡭἲそのものの学⩦だけでなࡃ、計㔞ศᯒを⏝いた論

文のㄞゎࡸ㆟論を㏻して、研究におけるศᯒの఩⨨࡙け

ඛ行研究との関係ᛶについても⌮ゎを῝めることがࡸ

でࡁた。୍ ᪉で、᮶ᖺᗘ࡬のㄢ㢟として、ຮᙉ会の準ഛ

㆟論に᫬間を要することで、⮬らの研究がᚋᅇしになࡸ

る場㠃が࠶ったほか、ᐇ㊶ⓗなศᯒᡭἲについては᭱⤊

ⓗにྛ⮬でᨵめてㄪ࡭┤しながら㐍めるᚲ要が࠶った。

る。そ࠶ったのもㄢ㢟Ⅼでࡲた、ཧຍ者が限られてしࡲ

のため、᮶ᖺᗘからは、᭱ ึから㛤かれた環境の⤫計ຮ

ᙉ会を設計し、文⊩をㄞむだけでなࡃ、ᐇ㝿にࢹーࢱを

⏝いてศᯒを行いながら⌮ゎを῝めることがᚲ要で࠶

る。R SPSSなどを⏝いたᐇ㊶ⓗな₇⩦を㏻して、ศࡸ

ᯒᡭἲの㐺⏝᮲௳ࡸ⤖ᯝのゎ㔘ࡲで含めて⩦ᚓし、研究

にά⏝でࡁるᐇ㊶ⓗ▱㆑を身につけていࡁたい。 
 

（文責㸸ಟኈ 1 ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ） 

 
 

ࠗ஑ᕞ኱Ꮫᩍ⫱♫఍Ꮫ研究㞟㘓࠘ᢞ✏つᐃ  

ࠗ九州大学教育社会学研究集録࠘に投稿する論文は、ḟの規定にᚑ࠺ものとする。  

1. 投稿者は、九州大学教育社会学研究室の関係者とする。ただし、関係者の中に、九州大学

教育社会学交流セミナーおよび三大学研究交流セミナー（九州大学、名古屋大学、筑波大

学）など、九州大学教育社会学研究室が主催するセミナーの発表者を含むものとする。た

だし、投稿は発表内容に限り、所属大学のᣦᑟ教員の責任のもとでᣦᑟ教員⤒⏤でのࡳ投

稿を行࠺こととする。ୖグ関係者が、第୍ⴭ者の論文のࡳ投稿をㄆめる。  

2. 投稿論文の༊ศは、「研究論文」「研究ノート」「資料」「その他」とする。  

i. 「研究論文」୍定の研究成ᯝをྲྀりࡲとめたもの。  

ii. 「研究ノート」研究のᇶ♏となる成ᯝをとりࡲとめたもの。  

iii. 「資料」௒ᚋの研究に資する᝟ሗをとりࡲとめたもの。  

iv. 「その他」⩻ヂ、᭩評、教育ᐇ㊶、ㄪ査ሗ࿌等に関するもの。   

3. 論文は未発表のものに限る。ただし、口頭発表及びその配ᕸ資料はこの限りではない。᪉

ἲࡸ目ⓗ等に関して投稿論文ࡸሗ࿌᭩等で᪤に発表もしࡃは発表ண定の場合は、そのࣆࢥ

ー及び本研究集録に投稿する論文との㐪いを᫂グした᭩㠃をῧ付すること。  

4. 投稿者ࡸ所属機関を᥎測でࡁる表⌧は㑊けること。ただし、᥇ᢥỴ定ᚋに᝟ሗがᚲ要な場

合は、これをຍ࠼ることがでࡁる。  

5. 論文原稿はᶓ᭩ࡁとし㸪௨ୗのⅬに要㡿で、࣡ーࣟࣉࢻセࢧࢵーでస成すること。ᚲࡎ㸪

投稿᭩ᘧにᚑって論文を執筆すること。  

(1) ⏝⣬のࢬ࢖ࢧは、A4 とする。  

(2) వⓑは、ୖୗ 20 ੈ、ᕥྑ 15 ੈとする。  

(3) 文Ꮠᩘは、2 ẁ⤌で、㸯行 25 Ꮠ、45 行とする。  

(4) 本文の࢛ࣥࣇトは、MS ᫂ᮅ（࿴文）10.5 ࣏ࣥ࢖ト、ⱥ文・ᩘ ್は Time New Roman10.5 

  。トとするࣥ࢖࣏

(5) 研究論文㸪研究ノート㸪資料㸪その他のᯛᩘは㸪原則として 20 㡫௨内とする。この

ᯛᩘを㉸࠼る場合には㸪投稿๓にᚲࡎ㸪編集委員会に┦ㄯすることがồめられる。 

┦ㄯがない場合の投稿については㸪ࣜࢡ࢙ࢪトとする。  

(6) 第 1 ࣌ーࢪは、第 1 行目から、࢖ࢱトࣝ、ⱥ文࢖ࢱトࣝ、Ặ名の㡰にグ載する。ࢱ

 トࣝは Time New Roman11࢖ࢱトで、ⱥ文ࣥ࢖࣏ トࣝは、3 行目に MS ᫂ᮅయ 14࢖

トࣝから 2 行✵けて、Ặ名をグ載する。Ặ名の࢖ࢱ。とする࠼トで、中ኸᥞࣥ࢖࣏

ᚋに 1 行✵けて、本文をグ載する。  

(7) 本文には、㐺ᐅ、ぢ出しおよびᑠぢ出しをつける。ぢ出しの๓ᚋには㸯行の࣌ࢫーࢫ

をධれ、ᑠぢ出しの場合は、๓に㸯行の࣌ࢫーࢫをධれる。  

(8) ᅗ表は本文中にᤄධしておࡃこと。ᤄධでࡁないᅗ表については、そのᅗ表をࣆࢥー

したものを⏝ពするとともに、本文中にはᤄධすࡁ࡭⟠所をᚲ要ศの࣌ࢫーࢫを✵け
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てᣦ定しておࡃこと。ただし、表については、ഃ㠃に⥺をᘬかないᙧᘧで表をస成す

ること。  

(9) 㸺ὀ㸼は本文中のヱᙜ⟠所に、(1)、(2)とୖ付ࡁで表グし、本文のᮎᑿにࡲとめてグ

載すること。なお、㸺ὀ㸼と㸺ཧ⪃文⊩㸼は別にグ載すること。  

(10) 㸺ཧ⪃文⊩㸼のグ載᪉ἲは、௨ୗの㏻りとする。なお、㸺ཧ⪃文⊩㸼は㸺ὀ㸼のᚋに

グ載すること。文⊩は、௨ୗの౛にᚑって、ࢵ࣋࢓ࣇࣝ࢔ト㡰にグ載すること。  

Gill Jones and Clara Wallace㸪1992㸪“Youth、Family、and Citizenship” 㸪Open   

University Press.㸪（㸻1996㸪ᐑ本ࡕࡳこ┘ヂࠗⱝ者はなࡐ大人になれないのか㸸ᐙ

᪘・ᅜᐙ・࠘ࣉࢵࢩࣥࢬ࢕ࢸࢩ᪂評論）.  

Fuss, Daniel㸪1992㸪"Fashion and the Homospectatorial Look"㸪Critical Inquiry 18㸪The  

University of Chicago㸪pp.713-737.  

Hall, Stuart㸪1980㸪"Encoding/Decoding"㸪in Culture, Media, Language㸪ed by The Centre 
for Contemporary Cultural Studies University of Birmingham㸪Routledge㸪pp.128-138.  

ᆏ本᱇㭯ᜨ㸪2000㸪「ᾘ㈝社会のᨻ἞学」ᐑᓥႛ編ࠗㅮᗙ社会学 7 文໬࠘ᮾி大学出

∧会㸪pp.93-12.  

ྜྷ本ᆂ୍（主査）㸪2001a㸪ࠗ Ḣ州の㧗等教育と⫋ᴗに関するྛᅜ࣏ࣞートʊ「㧗等教

育と⫋ᴗに関するᅜ㝿ẚ㍑研究」のための資料集ʊ࠘᪥本ປാ研究機構.  

ྜྷ本ᆂ୍㸪2001b㸪「大学教育と⫋ᴗ࡬の⛣行」ࠗ 㧗等教育研究࠘第 4 集㸪⋢ᕝ大学出

∧㒊.  

ဵ文⊩表グは、᪥本教育社会学会編ࠗ教育社会学研究࠘の投稿規定に準ࡎる。  

(11) ⱥᩘᏐは༙ゅを౑⏝すること。  

6. 原稿は、原則として、投稿者（ඹྠ執筆の場合は、代表者）が編集委員会に࣓ーࣝで㏦ಙ

すること。ῧ付ࣝ࢖࢓ࣇは௨ୗの㏻りで࠶る。なお、ῧ付されたࣝ࢖࢓ࣇに୙ഛが࠶る場

合はཷ⌮しない。  

(1) 投稿⏦㎸᭩  

(2) 投稿論文原稿(Microsoft Word でస成したもの。ただし、ᅗ表等に関しては、この限

りではない。)  

(3) 投稿論文と᪉ἲࡸ目ⓗに関して発表῭ࡳのሗ࿌᭩ࡸ論文が࠶れࡤ、投稿論文との┦㐪

Ⅼを♧した᭩㠃。(2000 Ꮠ⛬ᗘ)  

(4) 編集委員会の E ࣓ーࣝࢫࣞࢻ࢔㸸lab_journal@pme.kyushu-u.ac.jp  

7. 本誌に掲載された論文等のⴭసᶒは、本研究集録にᖐ属する。ただし、ⴭస者⮬身が、本

研究集録に掲載された論文等を฼⏝する場合は≉別なᡭ⥆ࡁをᚲ要としない。  

8. 投稿された論文は、編集委員会において査ㄞされる。編集委員会は投稿された論文の査ㄞ

及び編集సᴗを行࠺ためにおࡃ。  

9. ⣖要は෉Ꮚ༳ๅを行わなࡎ、九州大学ᅗ᭩㤋に࣏ࣜࢪトࣜⓏ録のࡳを行࠺ことで発刊とす

る。  
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